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あ
な
た
の
町
。

あ
な
た
の
好
き
な
町
。

あ
な
た
の
好
き
な
住
み
た
い
町
。

―
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
―



総
合
戦
略
が
町
の
創
生
へ
の
打
開
策

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
―
人
口
減
少
の
分
析
と
今
後
の
対
策
へ
―

北
九
州
の
隣
接
地
に
３
割
以
上

近
隣
へ
の
転
出
は
解
消
で
き
る

少
子
化
の
流
れ
だ
け
で
は

片
付
け
ら
れ
な
い
問
題

人
口
減
少
対
策
へ
の

具
体
的
な
目
標
値

目
標
達
成
へ
の

３
つ
の
大
き
な
方
針

減
り
続
け
る
人
口
が

将
来
へ
影
響
す
る
恐
れ

　
地
方
創
生
と
は
。
こ
の
数
年
で
皆
さ

ん
も
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
言
葉
で
し
ょ

う
。
こ
れ
は
、
大
都
市
へ
の
人
口
の
偏

り
が
都
市
部
の
機
能
低
下
・
地
方
の
弱

体
化
を
引
き
起
こ
し
、
日
本
全
体
の
力

を
下
げ
て
し
ま
う
こ
と
を
防
ぐ
た
め
の

取
り
組
み
で
す
。
水
巻
町
も
無
関
係
で

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
町
の
人
口
減
少
を

分
析
し
、
今
後
の
対
策
へ
町
独
自
の
総

合
戦
略
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

５
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
国
勢
調
査
の

結
果
に
よ
る
と
、
町
の
人
口
は
、
２
０

０
０
年
（
平
成
12
年
）
に
３
万
１
６
２

３
人
を
数
え
ま
し
た
が
、
２
０
０
５
年

（
平
成
17
年
）
は
３
万
６
７
９
人
、
２
０

１
０
年
（
平
成
22
年
）
に
は
３
万
２
１

人
、さ
ら
に
２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）

の
速
報
値
で
は
、
２
万
９
０
０
１
人
に

ま
で
人
口
が
減
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
日
本
全
体
の
傾
向

と
し
て
、
人
口
減
少
が
急
激
に
進
行
し

て
い
る
こ
と
の
表
れ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
研
究
機
関
で
あ
る
国

立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
（
社

人
研
）
は
、
全
国
各
自
治
体
の
人
口
推

計
を
行
い
、
こ
の
ま
ま
だ
と
２
０
６
０

年
に
は
水
巻
町
の
総
人
口
は
１
万
４
７

９
７
人
に
ま
で
減
少
す
る
と
発
表
し
ま

し
た
。
民
間
の
研
究
機
関
で
あ
る
日
本

創
成
会
議
で
も
、
２
０
１
４
年
（
平
成

26
年
）に
社
人
研
の
人
口
推
計
を
基
に
、

近
年
の
人
口
推
移
の
状
況
を
加
味
し
て

独
自
推
計
を
実
施
。
20
歳
代
～
30
歳
代

の
女
性
が
２
０
１
０
年
の
人
数
か
ら
２

０
４
０
年
ま
で
に
半
分
以
下
に
減
少
す

る
８
９
６
自
治
体
を
「
消
滅
可
能
性
都

市
」
と
し
て
発
表
し
、
水
巻
町
も
そ
の

一
つ
に
数
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

人
口
増
減
の
要
因
は
自
然
増
減
と
社

会
増
減
の
２
つ
で
す
。
自
然
増
減
と
は

生
ま
れ
て
く
る
人
数
と
亡
く
な
っ
た
人

数
の
差
。
社
会
増
減
と
は
転
入
者
数
と

転
出
者
数
の
差
で
す
。【
②
増
減
区
分

ご
と
の
人
口
増
減
推
移
】
を
見
る
と
、

２
０
０
０
年
（
平
成
12
年
）
か
ら
減
少

に
転
じ
て
い
た
町
の
人
口
は
、
２
０
０

４
年
（
平
成
16
年
）
を
除
い
て
年
々
そ

の
減
少
数
を
大
き
く
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
推
移
で
本
当
に
大
き

な
問
題
は
、
自
然
増
減
よ
り
も
社
会
増

減
が
与
え
る
影
響
が
次
第
に
大
き
く
な

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

で
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
で
転
出
者

が
増
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
２
０

１
４
年
（
平
成
26
年
）
ま
で
の
過
去
３

年
間
を
調
べ
た
【
③
年
齢
層
・
性
別
ご

と
の
社
会
増
減
数
】
を
見
る
と
、
男
女

と
も
20
歳
代
の
転
出
が
多
く
な
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
30
歳
代
男
女

の
転
出
ま
で
を
含
め
て
、
こ
れ
ら
の
若

い
世
代
が
減
少
す
る
要
因
に
は
、
就
学

や
就
職
、
結
婚
・
出
産
が
転
機
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

③年齢層・性別ごとの社会増減数【2012 年～ 2014 年の累計数】
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北九州市八幡西区�166 人 （25.8％）
北九州市若松区� 44 人　（6.8％）
中間市� 43 人　（6.7％）
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岡垣町� 18 人　（2.8％）
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男性（総転出人数 644 人）

北九州市八幡西区�165 人 （26.1％）
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北九州市小倉北区� 24 人　（3.8％）

女性（総転出人数 631 人）

④性別ごとの転出先上位【2014年】
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増減区分 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013

人口増減（Ⅰ＋Ⅱ） △ 74 △ 77 △ 95 △123 30 △163 △240 △248 △208 △337 △219 △262 △274 △398

自然増減（Ⅰ） △17 △14 △ 20 △ 26 △32 △ 37 △ 20 △ 94 △ 20 △ 48 △ 73 △ 86 △ 68 △106

社会増減（Ⅱ） △ 57 △ 63 △ 75 △ 97 62 △126 △220 △154 △188 △289 △146 △176 △206 △292

②増減区分ごとの人口増減推移【2000 年～ 2013 年】

①国勢調査の総人口推移（2000年～ 2015年）と
　社人研の人口推計結果（2020 年～ 2060 年）
（人）

（年）

国勢調査 社人研の人口推計

　

一
方
、
40
歳
代
女
性
や
50
歳
代
男
女

は
共
に
社
会
増
減
数
が
ほ
ぼ
横
ば
い
で

あ
り
、
40
歳
代
の
男
性
に
至
っ
て
は
社

会
増
加
が
顕
著
に
表
れ
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
働
き
盛
り
の
人
た
ち
が
多
い
こ

の
世
代
に
と
っ
て
は
、
交
通
の
便
が
良

く
日
常
の
生
活
環
境
が
整
っ
て
い
る
水

巻
町
が
住
み
や
す
い
と
捉
え
ら
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

次
に
、
町
か
ら
引
っ
越
す
人
の
転
出

先
を
２
０
１
４
年（
平
成
26
年
）の【
④

性
別
ご
と
の
転
出
先
上
位
】
か
ら
調
べ

て
み
る
と
、
男
女
共
に
隣
接
す
る
北
九

州
市
の
八
幡
西
区
・
若
松
区
が
３
割
以

上
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
そ
の
他
の
中

間
市
や
郡
内
３
町
な
ど
を
含
め
て
近
隣

自
治
体
へ
の
転
出
で
約
６
割
を
占
め
る

結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
細
か
な
事
由

は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
近
隣
自
治
体

へ
の
転
出
の
理
由
が
、
例
え
ば
通
勤
や

通
学
の
た
め
で
あ
っ
た
な
ら
、
そ
の
ま

ま
水
巻
町
か
ら
通
う
と
い
う
選
択
肢
も

あ
っ
た
は
ず
で
す
。

　

町
が
便
利
で
住
み
や
す
く
、
も
っ
と

愛
着
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
こ
の
町
で
そ
の
ま
ま
暮
ら
し
て
も

ら
え
る
可
能
性
が
高
ま
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
分
析
か
ら
、
ま
ず
は
若

い
世
代
の
人
口
流
出
を
可
能
な
限
り
防

ぎ
、流
入
促
進
を
図
っ
て
い
く
こ
と
で
、

社
会
減
少
が
続
く
状
態
の
解
消
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

　

町
は
、
２
０
１
２
年
（
平
成
24
年
）

の
合
計
特
殊
出
生
率
で
は
１
・
51
と
い

う
数
字
を
出
し
、同
年
の
国
平
均
（
１
・

38
）
や
県
平
均
（
１
・
43
）
を
上
回
る

高
い
水
準
を
示
し
て
い
ま
す
。
調
査
で

は
今
後
も
こ
の
水
準
は
維
持
で
き
る
も

の
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
さ
ら
に
生
み

育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て

「
出
生
率
１
・
80
」
と
す
る
こ
と
を
目

標
に
し
ま
し
た
。

　
「
社
会
増
減
±
０
」・「
出
生
率
１
・
80
」 

の
目
標
値
を
15
年
後
の
２
０
３
０
年
に

達
成
し
、
そ
の
後
も
維
持
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
社
人
研
が
算
出
し
た
２
０

６
０
年
の
推
計
値
に
対
し
て
３
７
０
０

人
以
上
も
人
口
減
少
の
幅
を
抑
え
る
こ

と
が
で
き
る
と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
具
体
的
な
目
標
の
た
め
に
策
定

し
た
も
の
が
「
水
巻
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
で
す
。
こ
れ

ま
で
人
口
減
少
の
原
因
と
な
っ
て
い
た

若
い
世
代
へ
の
サ
ー
ビ
ス
、
長
所
と
な

っ
て
い
る
労
働
者
へ
の
環
境
の
さ
ら
な

る
充
実
、
人
口
流
入
促
進
の
た
め
の
移

住
・
定
住
施
策
を
３
つ
の
大
き
な
柱
と

し
て
、
ま
ず
平
成
31
年
度
ま
で
に
取
り

組
む
べ
き
事
業
を
定
め
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
企
画
広
報
係
☎
２
０
１
局
４
３
２
１
番

※
②
～
④
の
集
計
は
、
住
民
基
本
台
帳
を
基
に
算
出
し
て
い
ま
す
。

まち・ひと・しごと創生総合戦略

男
女
と
も
に

20
歳
代
の
転
出
が
多
い
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町
の
人
口
を
増
や
す
た
め
に
は
、
子

育
て
世
代
が
子
ど
も
を
こ
の
町
で
育
て

た
い
と
思
え
る
よ
う
に
、
若
年
者
の
生

活
満
足
度
を
高
め
る
取
り
組
み
が
必
要

で
す
。

　

現
在
、
保
育
所
で
は
、
希
望
す
る
保

育
所
に
入
所
で
き
な
か
っ
た
り
、
保
護

者
が
育
児
休
業
中
の
と
き
は
上
の
子
に

い
っ
た
ん
退
所
し
て
も
ら
っ
た
り
す
る

よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

入
所
可
能
な
子
ど
も
の
定
員
が
、
入
所

希
望
者
数
に
比
べ
て
あ
ま
り
大
き
な
余

裕
が
な
い
こ
と
か
ら
発
生
し
て
い
る
も

の
で
す
。
育
児
休
業
中
の
継
続
保
育
に

つ
い
て
は
、
平
成
28
年
４
月
か
ら
３
歳

以
上
の
子
は
継
続
保
育
が
可
能
と
な
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
私
立
幼
稚
園
の
認
定
こ
ど
も

園
へ
の
移
行
を
支
援
す
る
な
ど
し
て
、

保
育
の
必
要
な
子
の
受
け
入
れ
幅
を
広

げ
、
安
心
し
て
預
け
ら
れ
る
環
境
を
さ

ら
に
整
え
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
総
合
戦
略
策
定
時
に
町
が
行

っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
理
想
的
な

子
ど
も
の
人
数
を
実
現
す
る
た
め
に
障

害
と
な
る
こ
と
」
や
「
最
も
力
を
入
れ

る
べ
き
育
児
サ
ー
ビ
ス
」
で
、
経
済
的

な
問
題
が
一
番
に
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
子
ど
も
の
健
康
面
や
家
計
負
担
の

面
で
も
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ

う
に
、
小
学
６
年
生
ま
で
が
対
象
と
な

っ
て
い
た
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の

対
象
年
齢
を
、
平
成
28
年
10
月
か
ら
中

学
３
年
生
ま
で
に
引
き
上
げ
ま
す
。

　

教
育
は
、
子
育
て
の
基
盤
と
な
る
も

の
で
す
。
町
で
は
、
子
ど
も
が
親
の
元

を
離
れ
、
多
く
の
時
間
を
過
ご
す
学
校

で
の
生
活
や
教
育
環
境
を
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
で
支
援
し
ま
す
。

　

大
き
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
で
す
。
電
子
黒
板
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
型
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
使
う
こ
と
で
、

よ
り
効
率
的
・
直
感
的
に
学
ぶ
機
会
を

増
や
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み

な
が
ら
も
理
解
し
や
す
い
環
境
を
整
備

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

町
の
特
色
と
し
て
、
長
年
に
渡
っ
て

オ
ラ
ン
ダ
と
の
交
流
を
発
展
さ
せ
、
町

の
小
中
学
生
が
交
流
す
る
場
を
多
く
つ

く
り
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
触
れ
合
い

　

水
巻
町
は
北
九
州
市
な
ど
へ
の
交
通

の
利
便
性
も
良
い
た
め
、
遠
賀
郡
内
で

最
も
多
く
の
事
業
所
が
あ
り
ま
す
。

　

策
定
時
の
町
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、

通
勤
・
通
学
を
し
て
い
る
人
の
う
ち
、

約
56
％
の
人
が
片
道
30
分
以
内
の
所
要

時
間
で
あ
る
と
い
う
回
答
が
得
ら
れ
ま 

し
た
。
こ
れ
に
伴
っ
て
、「
町
が
住
み
や 

す
い
と
感
じ
る
点
」
の
回
答
で
も
「
道 

路
・
交
通
機
関
」
や
「
職
場
が
近
い
、

仕
事
が
多
い
」
と
い
う
項
目
が
上
位
に

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
町
の
立
地
を
生
か
し
、
さ

ら
に
多
く
の
事
業
者
が
創
業
で
き
る
環

境
を
つ
く
る
た
め
、
遠
賀
郡
４
町
、
商

工
会
、
金
融
機
関
で
構
成
す
る
「
お
ん

が
創
業
支
援
協
議
会
」
を
通
じ
て
、
広

を
さ
ら
に
実
り
あ
る
も
の
に
す
る
た
め

に
、
外
国
語
指
導
助
手
な
ど
を
増
員
し

て
小
学
１
年
生
か
ら
の
英
語
教
育
を
充

実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
国
際
性
豊
か
な

人
材
を
町
全
体
で
育
み
ま
す
。

　

学
校
現
場
だ
け
で
な
く
、
多
方
面
か

ら
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
ま
す
。
学
力

支
援
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る
土
曜

日
の
「
ま
な
び
キ
ッ
ズ
教
室
」
の
拡
大

や
学
校
支
援
地
域
本
部
の
設
置
は
、
地

域
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
学
校
を
支

援
す
る
仕
組
み
づ
く
り
で
す
。

　

他
に
も
読
書
週
間
の
定
着
の
た
め
の

図
書
館
の
施
策
展
開
や
、
ス
ポ
ー
ツ
選

手
と
の
交
流
な
ど
、
子
ど
も
の
個
性
を

伸
ば
す
事
業
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

農
業
で
は
、
若
手
の
新
規
就
農
者
へ

の
育
成
支
援
を
検
討
し
て
い
く
と
と
も

に
、
将
来
的
に
農
地
の
集
積
な
ど
を
行

う
こ
と
で
効
率
的
な
農
業
が
可
能
と
な

る
よ
う
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
人

が
集
ま
っ
て
く
る
商
業
施
設
な
ど
を
吉

田
ぼ
た
山
跡
地
に
誘
致
し
、
新
た
な
雇

用
や
経
済
の
拠
点
を
創
出
す
る
な
ど
、

地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、既
存
の
特
産
品
で
あ
る「
み

ず
ま
き
で
か
に
ん
に
く
」
の
ブ
ラ
ン
ド

化
を
進
め
て
い
き
な
が
ら
、
新
た
な
特

産
品
づ
く
り
に
も
着
手
す
る
こ
と
で
、

町
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

　

農
業
と
商
業
の
振
興
に
工
業
も
連
携

さ
せ
な
が
ら
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
り
、
町
内
雇
用
の
拡
大
と
そ
れ
を
要

因
と
す
る
定
住
者
人
口
の
増
加
を
目
指

し
ま
す
。

新たな仕事の場の創設
▷雇用の拡充のため広域的に創業を支援します。
▷町内小規模事業者向け融資制度を拡大します。

子育て世代の支援
▷対象年齢や対象施設の拡大など、安心して子
どもを預けられる環境の整備を進めます。
▷平成28年10月から、子ども医療費の無料化�
を小学６年生から中学３年生までへと、さら
に拡大します。

農商工の活性化
▷若手新規就農者を支援します。
▷吉田ぼた山跡地への商業施設など
の誘致を行います。
▷特産品の発掘や開発を通して、町内�
の働く場の拡大と町のＰＲや活性化
に取り組みます。

質の高い教育の提供
▷パソコンなどを使ったＩＣＴ教育を行い、学力の向�
上と情報化社会に適応した教育に取り組みます。
▷小学１年生からの英語教育を充実させます。
▷小中学生への異文化交流プログラムを提供します。
▷学校生活を快適に送り、学習に集中することがで
きるように、トイレなどを改修し学校環境を整備�
します。
▷土曜日に行う「まなびキッズ教室」などを拡大し、
子どもの学習習慣の定着化に取り組みます。
▷学校支援地域本部を設置し、地域ぐるみで学校
や子どもたちを支援する仕組みをつくります。
▷読書週間を定着させ、基礎学力の向上と心豊かな�
子どもを育成します。
▷有名なスポーツ選手から話を聞いたり、指導を受�
けたりするなど、スポーツを通じて子どもの成長
を支援します。

２雇用の創出と産業振興

１教育環境・子育て支援の充実

域
的
に
創
業
希
望
者
を
支
援
し
ま
す
。

町
内
・
町
外
を
問
わ
ず
創
業
機
会
が
拡

充
さ
れ
る
こ
と
と
、
地
域
経
済
の
新
た

な
発
展
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
小
規
模
事
業
者
を
支
援
す
る

た
め
、「
商
工
業
振
興
制
度
融
資
貸
付
」

の
信
用
保
証
料
を
町
が
補
助
し
、
融
資

を
受
け
や
す
く
す
る
対
策
も
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　

町
を
活
性
化
さ
せ
る
取
り
組
み
は
、

こ
の
よ
う
な
新
規
創
業
者
へ
の
支
援
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
町
内
に
は
、
多

く
の
優
良
企
業
が
あ
り
、
町
の
経
済
を

担
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
既
存
の

企
業
と
の
交
流
も
行
い
な
が
ら
、
可
能

な
限
り
の
支
援
を
積
極
的
に
検
討
し
、

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

「水巻町まち・ひと・しごと創生総合戦略」の策定委員となった

権藤章乃さん、花田佳治さんは共に町内で自営業を営んでいる。
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∞
大
き
な
ま
ち
づ
く
り
に
は

北
九
州
都
市
圏
域
を
活
用

　

ど
の
自
治
体
に
住
ん
で
い
る
人
で
も

仕
事
や
学
校
、
休
日
を
過
ご
す
と
き
は

他
の
市
や
町
に
行
く
こ
と
が
あ
る
は
ず

で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
水
巻
町
に
住
ん

で
い
る
人
の
た
め
、
他
の
自
治
体
か
ら

水
巻
町
を
訪
れ
る
人
の
た
め
に
、
近
隣

の
自
治
体
と
協
力
し
て
広
域
的
に
活
性

化
す
る
部
分
も
必
要
で
す
。

　

水
巻
町
は
政
令
指
定
都
市
の
北
九
州

市
に
隣
接
す
る
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
。
そ
こ

で
、
平
成
27
年
度
か
ら
構
想
を
進
め
て

い
た
北
九
州
市
を
中
心
と
す
る
連
携
中

枢
都
市
圏
「
北
九
州
都
市
圏
域
」
の
結

成
に
も
加
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
連
携
協

約
の
締
結
で
、
北
九
州
市
と
そ
の
近
隣

16
市
町
が
自
治
体
の
垣
根
を
越
え
て
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
共
有
し
た
り
、
経
済

発
展
の
協
力
が
で
き
た
り
す
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

水
巻
町
を
日
常
生
活
の
拠
点
と
し
て

も
ら
い
な
が
ら
、
足
り
な
い
部
分
は
他

の
市
町
に
も
足
を
運
び
、
暮
ら
し
が
よ

り
充
実
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
に
魅
力

あ
る
圏
域
づ
く
り
も
併
せ
て
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

平
成
28
年
３
月
か
ら
町
内
で
の
住
宅

取
得
者
に
対
し
、
定
住
促
進
奨
励
金
を

交
付
す
る
制
度
を
開
始
し
ま
し
た
。
新

築
・
建
売
・
中
古
・
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど

町
内
に
定
住
す
る
た
め
に
住
宅
を
購
入

し
た
人
へ
最
大
30
万
円
の
奨
励
金
を
贈

る
制
度
で
す
。

　

今
後
は
、
新
築
住
宅
を
建
築
す
る
た

め
の
古
屋
の
解
体
に
つ
い
て
、
解
体
費

用
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
に
も
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

町
の
面
積
は
そ
れ
ほ
ど
広
く
な
い
た

め
、
利
活
用
で
き
る
土
地
や
施
設
を
貴

重
な
資
源
と
し
て
有
効
に
使
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

町
の
玄
関
と
も
い
え
る
Ｊ
Ｒ
水
巻
駅

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
周
辺
整
備
を
行

い
、
公
共
交
通
の
つ
な
が
り
を
を
高
め

て
、
人
が
行
き
交
い
や
す
い
町
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
猪
熊
町
営
住

宅
跡
地
な
ど
も
民
間
事
業
者
へ
売
却

し
、
宅
地
分
譲
を
行
っ
て
定
住
し
や
す

い
環
境
を
整
え
ま
す
。
若
い
世
代
の
移

住
者
の
呼
び
込
み
へ
、
積
極
的
に
町
の

資
産
を
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

を
高
め
ま
す
。

　

中
学
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
緑 

や
自
然
の
豊
か
さ
」「
公
民
館
・
図
書
館 

な
ど
の
文
化
施
設
」
が
高
い
満
足
度
を

得
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
町
の
良
さ
・

魅
力
を
町
全
体
で
再
認
識
し
、
も
っ
と

町
外
へ
積
極
的
に
発
信
し
て
い
く
こ
と

も
必
要
で
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
新
設
す
る
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
活
用
し

て
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
、
新
た
な
特
産
品
の

開
発
や
魅
力
あ
る
「
ひ
と
」・「
も
の
」

の
発
掘
な
ど
、
町
が
注
目
さ
れ
る
よ
う

な
も
の
を
外
部
の
視
点
か
ら
も
見
つ
け

出
し
て
い
き
ま
す
。

　

た
っ
た
11
㎢
の
町
域
に
Ｊ
Ｒ
の
駅
が
２
つ

あ
り
、
多
く
の
病
院
、
ス
ー
パ
ー
や
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど

が
あ
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
町
の
人
口
密
度

の
高
さ
が
も
た
ら
し
た
利
便
性
で
あ
る
と
い

え
ま
す
。
た
と
え
将
来
に
土
地
や
財
産
が
残

っ
た
と
し
て
も
、
そ
こ
に
「
ひ
と
」
が
い
な

け
れ
ば
町
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

　

現
在
の
わ
ず
か
な
人
口
減
少
が
将
来
に
大

き
な
影
響
を
も
た
ら
す
な
ら
ば
、
少
し
ず
つ

そ
の
人
口
減
少
を
防
い
で
い
け
ば
町
の
可
能

性
は
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

今
号
で
紹
介
し
た
町
の
人
口
減
少
へ
の
施

策
は
そ
の
一
部
で
す
。
総
合
戦
略
の
詳
し
い

内
容
は
、
役
場
１
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
や

図
書
館
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
冊
子
を
閲

覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
町
は
住
民
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
、
町
全
体
で
取
り
組
む
べ
き

課
題
と
し
て
対
策
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

住まいの支援による移住者の呼び込み
▷新たに新築・中古住宅を購入した人に、定住促進奨励金を贈ります。
▷新築住宅建築のための古屋の解体工事費を一部補助します。

限られた町の土地資源を有効活用
▷水巻駅周辺の整備や猪熊町営住宅跡地など町有地の積極活用を進めます。

町の住みやすさの向上
▷地域医療の充実、健診の受けやすさの向上や生活習�
慣病改善のための取り組みを進めるとともに、スポ
ーツを通した健康づくりを進めます。
▷各種証明書のコンビニ交付ができるようにします。
▷自治会ごとの自主防災組織の設立を推進します。

町のＰＲの積極的な推進
▷移住・定住に関する町ホームページの充実やポータル�
サイトの設立など、町内外へ積極的に情報を発信し
ます。
▷町のイメージアップをするためのチラシ・パンフレッ
トの作成や、町紹介イベントの開催を進めます。
▷町内の歴史や史跡などを紹介するとともに、新たな
魅力となる「ひと」・「もの」を発掘します。
▷寄付を通じて多くの人に町をＰＲできるような、ふる�
さと応援寄付制度の充実に取り組みます。

４月18日に行われた「北九州都市圏域」連携協約締結式で協約書を掲げる17市町の首長

３移住・定住の促進
「
こ
の
せ
ま
さ
が

�

ち
ょ
う
ど
い
い
」

水巻町まち・ひと・しごと 
創生総合戦略冊子

　

定
住
の
促
進
や
既
に
住
ん
で
い
る
人

に
住
み
続
け
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
不
可
欠
に
な
り

ま
す
。

　

町
民
一
人
ひ
と
り
が
健
康
で
あ
る
こ

と
は
、
幸
せ
な
生
活
を
送
る
た
め
の
大

切
な
要
因
で
す
。
日
々
の
健
康
を
管
理

す
る
た
め
に
、
社
会
保
険
の
被
扶
養
者

も
健
診
を
受
け
や
す
い
環
境
を
整
備
し

た
り
、
誰
も
が
行
い
や
す
い
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
の
機
会
を
提
案
し
た
り
し
ま
す
。

　

公
的
証
明
書
交
付
の
時
間
や
労
力
を

軽
減
す
る
た
め
に
、
町
内
の
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
住
民
票
な
ど
を
発
行

す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
行
い
、
効
率
性

まち・ひと・しごと創生総合戦略
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あなたの周りの出来事や
身近な話題をお待ちしています の

わたいちま
Town's Topics

　４月11日、朳小学校区地域安全パトロール
隊では、青色パトロールカーでの巡回を始め
ました。
　青色パトロールカーというのは、警察署長
から青色回転灯の使用許可を受けた車両のこ
とです。地域の安全や防犯を目的とした巡回
活動などに使われます。
　町内で役場以外に、青色パトロールカーを
導入したのは、朳小学校区地域安全パトロー
ル隊が初めて。代表者の行正公俊さん（朳）
は「地域の安全、防犯のために少しでも役立
てばと思い、導入しました。子どもたちには
回転灯が珍しいようで、巡回していると近づ
いて声をかけてくれるんですよ」と伝えてくれ
ました。これからは、この青色パトロールカ
ーが朳小学校区内を巡回し、事故や犯罪がな
いように見守っていきます。

　４月15 日と17 日、水巻町緑づくり推進協議会が毎年取り
組んでいる、緑の月間街頭募金が行われました。
　募金の呼びかけに、多くの人が立ち寄り、寄付をしていき
ました。返礼品として手渡したブルーベリーやアザレアなどの
苗木が好評で、水巻町緑づくり推進協議会委員の越智福代さ
ん（下二西）は、「うれしそうに苗木を選ぶ人と会話が弾んで、
募金活動をしていて楽しいです」と伝えてくれました。
　この街頭募金で集まった金額は３万 7,340 円。その他の活
動で集まった金額と合わせて 23 万 9,040 円が、「福岡県水源
の森基金」に贈られました。

優
し
く
光
る
青
色
回
転
灯

朳
小
学
校
区
で
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
導
入

緑づくりで町を笑顔に
緑の月間街頭募金

　５月８日、総合運動公園テニスコートで「春のフ
レッシュテニス大会」が行われました。テニス初級
者を対象としたこの大会は、小学生の部、一般男
子の部、一般女子の部と、３つの部門があります。
　小さな体で一生懸命ラケットを振っていたのは、
小学生の部に参加した子どもたち。右に左にとコ
ート内を走って、全力でプレーしていました。
　大会の結果は次のとおりです。（敬称略）
【春のフレッシュテニス大会・参加者32人】
●小学生の部①福井理央②西田光希
●一般女子の部①松田陽子・池田聖子②東嶋麻

由・興梠加代子
●一般男子の部①池田勉・小川義明②吉弘満・吉

留賢一

小さな体で全力プレー
春のフレッシュテニス大会

ヒマワリを育てよう

　４月 28 日、猪熊小学校の３年生に、町の
人権擁護委員から「人権の花」であるヒマワ
リの種が贈られました。
　種を受け取った３年生は、これからヒマワ
リを育てていきます。手分けをして、毎日の
水やりなどをしていくそうです。

　５月４日、図書館で子どもの読書週間特別企画「かばおじさん
の腹話術」が行われました。腹話術を行った山田清澄さんは、そ
の人形や小道具なども全て自らの手で作っている本格的な腹話術 
師です。
　山田さんが師匠から名付けられた芸名は、体の大きな風貌から

「春
は る か ぜ

風河
か ば

馬」。「かばおじさん」とたくさんの子どもに呼ばれます
が、その口が大きく開くことはなく、人形が代わりに会話を行い
ます。初めて見る人は不思議な光景に驚きながらも、子どもから 
大人まで会場全体がリズムの良い話術に引き込まれ、大型連休の 
合間の楽しいひとときを過ごしました。

か
ば
お
じ
さ
ん
の
口
は
開
か
な
い

子
ど
も
の
読
書
週
間
特
別
企
画

　４月 16 日、町内の中学校で土曜日授業「対面式・部活動紹介」
が行われました。ここ水巻南中学校でも先輩たちと新１年生が
対面し、体育館に響き渡る砧太鼓や放課後遅くまで練習した吹
奏楽部の演奏で新１年生たちを温かく迎えました。
　生徒会の取り組みや先生たちの紹介を行った後は、各部活動
の案内。陸上部が素早いバトンリレーで新１年生たちの目の前を
駆け抜けるなど、運動部・文化部ともに充実した活動の様子を紹
介しました。最後は歓迎をしてくれた先輩たちに、新１年生全員 
が将来就きたい職業を絵に描いて披露。それぞれの大きな夢に
向かって、生徒たちの新たな縦のつながりが生まれました。

先輩たちとつながった
中学校土曜日授業「対面式・部活動紹介」

一瞬で１年間の予防

　５月10日～13日の間、中央公民館や地区 
の公民館で狂犬病集団予防接種が行われま
した。
　これは、狂犬病という恐ろしい病気を予
防するためのもの。毎年の注射で人と犬と 
の暮らしが安全に保たれ続けています。

春の交通安全県民運動

　４月13日、イオン水巻店駐車場で水巻町 
交通安全推進協議会が交通安全啓発活動
を行いました。
　雨の中、会員の皆さんが運転する人たち 
一人ひとりに啓発物品を配り、安全運転を
呼び掛けました。
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国
産
大
豆
を
使
っ
た
無
添
加
み
そ
を

作
り
ま
す
。
誰
で
も
で
き
る
簡
単
な
も

の
で
、
毎
年
好
評
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

●
と　

き　

７
月
２
日（
土
）午
後
１
時

●
と
こ
ろ　

水
巻
吉
田
保
育
園（
吉
田
西
）

●
費　

用　

５
０
０
０
円
程
度

※
約
８
・
２
㎏
の
み
そ
が
で
き
ま
す
。

●
申
込
期
限　

６
月
20
日
（
月
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

水
巻
吉

田
保
育
園
☎
２
０
２
局
７
１
９
３
番

　

社
会
生
活
技
能
訓
練
の
分
野
で
活
躍

し
て
い
る
高
森
信
子
さ
ん
の
講
演
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
上
映
し
ま
す
。
上
映
後
に
、
家
族

懇
談
会
も
行
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と　

き　

６
月
25
日
（
土
）
午
後
１

時
～
３
時
30
分

●
と
こ
ろ　

は
ま
ゆ
う
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
（
吉
田
西
）

●
対　

象　

精
神
障
が
い
や
精
神
疾
患

の
人
が
い
る
家
族

●
定　

員　

15
人
（
先
着
順
）

●
費　

用　

無
料

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

は
ま
ゆ

う
家
族
会
☎
２
０
１
局
６
１
５
１
番

　

結
婚
50
周
年
を
迎
え
る
夫
婦
を
祝
福

し
、表
彰
し
ま
す
。
記
念
式
典
を
開
き
、

記
念
品
や
当
日
撮
影
す
る
写
真
を
贈
り

ま
す
。

●
と　

き　

10
月
２
日（
日
）午
後
１
時

●
と
こ
ろ　

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

小
倉
（
小
倉
北
区
浅
野
）

●
対　

象　

昭
和
41
年
に
結
婚
し
、
平

成
28
年
度
で
結
婚
50
周
年
を
迎
え
る

夫
婦

※
結
婚
50
周
年
を
過
ぎ
て
い
る
夫
婦
で

も
、
こ
れ
ま
で
表
彰
式
に
参
加
し
て

い
な
い
夫
婦
は
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
費　

用　

無
料

●
申
込
方
法　

証
明
書
類
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
が
、
指
定
の
申
込
書
の
提
出

が
必
要
で
す
。
電
話
ま
た
は
西
日
本

新
聞
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限　

８
月
26
日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ　

西
日
本
新
聞
社
「
金

婚
夫
婦
表
彰
式
」
事
務
局
☎
（
０
９

２
）
７
１
１
局
５
６
２
０
番

健康づくりシリーズ 349
　

食
中
毒
は
飲
食
店
で
の
発
生
件
数
が

一
番
多
い
で
す
が
、
一
般
の
家
庭
内
で

も
多
く
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

家
で
の
食
中
毒
は
、
日
常
生
活
の
ち
ょ

っ
と
し
た
注
意
で
予
防
す
る
こ
と
が
で 

き
ま
す
。「
食
中
毒
予
防
の
三
原
則
」を 

守
っ
て
、
安
全
で
衛
生
的
な
食
生
活
を

送
り
ま
し
ょ
う
。

【
細
菌
を
付
け
な
い
】

　

食
材
は
新
鮮
な
も
の
を
購
入
し
、
洗

浄
は
丁
寧
に
、
調
理
器
具
な
ど
は
清
潔

に
保
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
包
丁
・
ま

な
板
は
、
肉
魚
用
と
野
菜
用
な
ど
で
、

で
き
れ
ば
使
い
分
け
て
く
だ
さ
い
。

　

保
存
す
る
と
き
は
、
肉
や
魚
を
分
け

て
包
み
、
肉
汁
な
ど
が
こ
ぼ
れ
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
細
菌
を
増
や
さ
な
い
】

　

食
材
を
購
入
し
て
家
に
帰
っ
た
ら
、

冷
蔵
庫
へ
す
ぐ
に
入
れ
て
保
管
し
ま
し

ょ
う
。
な
る
べ
く
短
い
時
間
で
調
理
を

行
っ
て
、
料
理
を
長
時
間
、
室
温
で
放

置
し
た
ま
ま
に
し
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

【
細
菌
を
や
っ
つ
け
る
】

　

調
理
の
加
熱
は
中
心
部
ま
で
し
っ
か

り
火
を
通
し
て
く
だ
さ
い
。
75
℃
の
温

度
で
１
分
間
以
上
火
を
通
す
こ
と
が
目

安
で
す
。
特
に
生
肉
は
中
心
の
部
分
ま

で
火
が
通
っ
て
い
る
か
を
確
認
し
ま
し

ょ
う
。
ハ
ン
バ
ー
グ
な
ら
、
中
心
部
か

ら
透
明
な
肉
汁
が
出
る
程
度
ま
で
加
熱

し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
加
熱
不
十
分

な
食
肉
や
内
臓
、
ま
た
は
そ
れ
ら
か
ら

菌
が
う
つ
っ
た
食
品
で
の
食
中
毒
が
増

加
し
ま
す
。
焼
き
肉
な
ど
を
す
る
と
き

は
、
中
心
部
ま
で
し
っ
か
り
火
を
通
す

こ
と
の
他
に
、
取
り
箸
や
ト
ン
グ
な
ど

を
生
肉
用
と
食
事
用
と
で
使
い
分
け
る

こ
と
が
大
事
で
す
。

　

手
洗
い
は
、
風
邪
な
ど
の
病
気
の
予

防
だ
け
で
な
く
、
食
中
毒
の
予
防
に
も

効
果
的
な
方
法
で
す
。

　

食
材
の
下
準
備
前
や
調
理
の
前
、
食

事
の
前
、
肉
・
魚
・
卵
を
触
る
前
後
で

は
特
に
入
念
な
手
洗
い
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
ト
イ
レ
に
行
っ
た
後
や
肌
や

髪
に
触
っ
た
と
き
、
お
む
つ
を
交
換
し

た
と
き
、
鼻
を
か
ん
だ
後
、
動
物
に
触

れ
た
後
な
ど
は
、
す
ぐ
に
食
事
を
取
ら

な
く
て
も
手
が
口
に
触
れ
る
な
ど
で
、

ウ
イ
ル
ス
性
の
食
中
毒
に
感
染
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
小
ま
め
に
手
を
洗
っ

て
清
潔
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
や
高
齢
者
は
体
の
免
疫
力
が

低
い
た
め
、
食
中
毒
に
か
か
り
や
す
く

重
症
化
し
や
す
い
傾
向
で
す
。
下
の
正

し
い
手
洗
い
の
手
順
を
、
家
族
み
ん
な

で
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

食
中
毒
予
防
の
三
原
則

家
庭
で
の
予
防
は

ほ
ん
の
小
さ
な
心
が
け

正
し
い
手
洗
い
が

万
能
の
予
防
薬

湿
度
が
高
く
な
る
季
節
は
危
険

梅
雨
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
気
温
も
湿
度
も
高
い
こ
の
時
期
は
、
細
菌
性

の
食
中
毒
が
増
え
、
発
生
件
数
が
他
の
時
期
よ
り
多
く
な
り
ま
す
。
食
中
毒
予
防

の
三
原
則
を
知
り
、
調
理
法
や
手
の
洗
い
方
を
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　サークル・団体の会員募集や講座の案内、

地域の出来事などを応募してください。ここ

は、読者の皆さんからの投稿で作られるペー

ジです。

　広報紙への意見・感想やイラストなども募

集しています。

●問い合わせ　役場企画広報係☎201-4321

みんなの
掲示板

●
問
い
合
わ
せ　

い
き
い
き
ほ
ー
る
健
康
課
☎
２
０
２
局
３
２
１
２
番

こ
ん
に
ち
は
管
理
栄
養
士
で
す

は
ま
ゆ
う
家
族
会

家
族
懇
談
会

金
婚
夫
婦
表
彰
式

西
日
本
新
聞
社

吉
田
保
育
園
の

み
そ
づ
く
り
教
室

　水巻町体育協会は、平成 27 年度の郡民体育大会で 
優勝し、３年連続の優勝を成し遂げました。
　平成 28 年度は、水巻町が主な会場となります。地 
元での４連覇を目指して、より一層練習に励んでいき
ます。
●水巻町体育協会

②指先、爪の間、指の間を念入りに洗い 
ます。

①流水でよくぬらした後に、石けんを付け
て手のひら、手の甲の順にこすります。

③親指と手のひらをねじり洗いし、手首
も忘れずに洗います。

④洗い終わったら十分に水で流し、清潔 
なタオルなどでよく拭きましょう。

輝かしい功績
郡民体育大会３連覇

正
し
い
手
の
洗
い
方

人にがんばった
Sports&Culture　Digest

①猪熊ベアーズ②伊左座ヤンキース

水巻町スポーツ少年団軟式野球大会
●５月５日●総合グラウンド●参加者75人

①吉田二②高尾

水巻町ソフトボール選手権大会
●５月８日●総合グラウンド●参加者65人

　ボランティア団体「ふきのとう」は、地区公 
民館や福祉施設で時代劇をする活動などを
しています。施設や地区のイベント、サロン 
活動などに「ふきのとう」の「楽しいひと時届 
けます一座」を呼んでみませんか。
●費　用　無料
●�問い合わせ　ふきのとう（新本）☎201-0 

848

劇を見ませんか
「楽しいひと時届けます一座」

爪
を
短
く
切
り
、
時
計
や
指
輪
は
あ
ら
か
じ
め
外
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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平
成
10
年
７
月
11
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
日
本
国
籍
の
人
で
、３
月
21
日
（
月
）

ま
で
に
転
入
届
を
し
て
、
引
き
続
き
水

巻
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人
で
す
。
な
お
、６
月
７
日
（
火
）

以
降
に
町
内
転
居
の
届
出
を
し
た
人
は

転
居
前
の
住
所
地
に
該
当
す
る
投
票
所

で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

※
今
回
の
選
挙
か
ら
選
挙
人
名
簿
の
登

録
制
度
が
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。
水

巻
町
か
ら
転
出
し
た
人
で
、
水
巻
町

で
の
住
民
票
登
録
期
間
が
３
か
月
以

上
あ
り
、
他
の
市
区
町
村
の
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、

水
巻
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
、

投
票
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

郵
送
す
る
入
場
券
に
は
、
あ
な
た
が

投
票
で
き
る
投
票
所
が
書
か
れ
て
あ
り

ま
す
。
投
票
の
前
に
も
う
一
度
確
か
め

て
く
だ
さ
い
。
入
場
券
は
、
住
民
基
本

台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
住
所
地
以
外

に
は
郵
送
さ
れ
ま
せ
ん
。
入
場
券
を
な

く
し
た
人
や
入
場
券
が
何
ら
か
の
事
情

で
届
か
な
か
っ
た
人
は
、
健
康
保
険
証

や
運
転
免
許
証
な
ど
本
人
と
確
認
で
き

る
も
の
を
持
っ
て
、
投
票
所
の
事
故
係

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。手
続
き
後
に
、

投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

投
票
所
で
は
、
福
岡
県
選
出
議
員
選

挙
、
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
の
順
に

投
票
し
ま
す
。

【
福
岡
県
選
出
議
員
選
挙
】

　

投
票
用
紙
に
は
、
あ
な
た
の
選
び
た

い
「
候
補
者
の
氏
名
」
を
書
い
て
く
だ

さ
い
。

※
投
票
用
紙
に
、
候
補
者
の
氏
名
以
外

の
こ
と
を
書
く
と
無
効
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

【
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
】

　

投
票
用
紙
に
は
、
あ
な
た
の
選
び
た

い
「
候
補
者
の
氏
名
」
ま
た
は
「
政
党

の
名
称
」
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ

ら
以
外
の
こ
と
を
書
く
と
無
効
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
比
例
代
表
選
挙
は
、
非
拘
束
名
簿
式

で
す
。
当
選
人
は
、
そ
の
政
党
の
中

で
最
も
得
票
数
の
多
い
候
補
者
か
ら

順
に
決
ま
り
ま
す
。

　

視
覚
障
が
い
の
あ
る
人
は
「
点
字
投

票
」
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
身
体
の
障

が
い
な
ど
の
理
由
で
字
を
書
く
こ
と
が

で
き
な
い
人
は
、
投
票
所
の
係
員
が
代

筆
す
る
「
代
理
投
票
」
が
で
き
ま
す
。

　

投
票
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

希
望
す
る
人
は
、
投
票
所
の
係
員
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

仕
事
や
旅
行
、
外
出
、
入
院
な
ど
で

投
票
日
に
投
票
で
き
な
い
人
は
、
期
日

前
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
入

場
券
を
持
っ
て
、
役
場
１
０
１
会
議
室

に
来
て
く
だ
さ
い
。（
下
図
参
照
）

【
期
日
前
投
票
受
付
期
間
】

●
と　

き　

６
月
23
日
（
木
）
～
７
月

９
日
（
土
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後

８
時

※
投
票
日
近
く
に
な
る
と
大
変
混
雑
し

ま
す
の
で
、
早
め
に
投
票
し
て
く
だ

さ
い
。

　

指
定
病
院
に
入
院
中
の
人
や
指
定
施

設
に
入
所
中
の
人
は
、
病
院
や
施
設
で

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
長

期
出
張
な
ど
で
投
票
日
に
投
票
で
き
な

い
人
も
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
人

点
字
投
票
・
代
理
投
票

期
日
前
投
票
が
始
ま
り
ま
す

投
票
所
の
入
場
券
を

郵
送
し
ま
す

投
票
用
紙
は
選
挙
区
と
比
例

代
表
の
２
種
類
あ
り
ま
す

病
院
や
施
設
に
入
所
し
て
い
る

人
は
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す

　選挙人名簿の縦覧は、選挙人相互が
確かめ合うことで、新しく選挙人名簿に
登録された人の登録漏れなどを防止する
ことを目的としています。
　登録に不服があるときは、縦覧日に文
書で異議を申し出ることができます。
●と　き　６月22日（水）午前８時30
分～午後５時
●ところ　役場１階102会議室

　郵便投票のできる人の範囲（上記）に
該当する人で、投票所に行くことができ
ない人は「郵便での不在者投票」ができ
ます。
　郵便投票をするには、前もって証明書
の交付を受けなければなりません。事
前に町選挙管理委員会に問い合わせて
ください。なお、不在者投票用紙などは、
７月６日（水）までに請求してください。
【代理記載制度を利用できる人】
　上記の郵便投票ができる人で、身体
障害者手帳の上肢、視覚の障害程度が
１級の人、または戦傷病者手帳の上肢、
視覚の障害程度が特別項症から第２項
症までの人、または同程度であることを
知事が証明した人は、代理記載制度が
利用できます。制度を利用するためには、
事前に水巻町選挙管理委員会への届け
出が必要です。

郵便での不在者投票は、
証明書が必要です。

３．介護保険被保険者証をもつ人
　要介護状態区分等の欄に要介護５の
記載がある人

障がい 
両下肢・体幹・

移動機能

心臓・じん臓・
呼吸器・ぼうこう・
直腸・小腸

免疫・肝臓

１級 ○ ○ ○

２級 ○ ○

３級 ○ ○

１．身体障がい者

障がい 両下肢・体幹
心臓・じん臓・
呼吸器・ぼうこう・
直腸・小腸・肝臓

特別項症 ○ ○

第１項症 ○ ○

第２項症 ○ ○

第３項症 ○

２．戦傷病者

郵便投票のできる人の範囲

第１投票所

公園

のぞみ野

伊左座小学校

●伊左座小学校講堂
伊左座、立屋敷、二東、二西、下二東、

下二西

第４投票所

国道３号線

役場

水巻駅

伊豆神社        　　　　　第一保育所

中央公民館

●中央公民館
頃末北、朳（二丁目８番12・14号を除く）、

高尾、中央、頃末南（三丁目10 番11・

12 号、28 番、33 番を除く）、緑ケ丘 

第６投票所

ローソン 高松

おかの台

町民体育館

●町民体育館
高松、おかの台、樋口東

▲ 遠賀川

古賀区

児童少年
相談センター

第二保育所

第５投票所
●第二保育所
朳二丁目８番12・14号、古賀、梅ノ木団地

古賀団地

館公民

第７投票所

猪熊
小学校

●猪熊小学校講堂
猪熊、樋口

高齢者福祉
センター

●高齢者福祉センター（サクラほーる）
吉田東二丁目13 番 1～11号、吉田東

三丁目３番１～24号、吉田東三丁目４番、

吉田東四丁目、吉田東五丁目、吉田西

三丁目２番６・７号、吉田西三丁目５番

～22 番、吉田西四丁目、吉田西五丁目、

吉田団地、吉田南

第２投票所

ここがあなたの
   投票所です。

投
票

第３投票所

障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー

●障害者福祉センター
頃末南三丁目10 番11・12 号、頃末南三

丁目28 番・33 番、美吉野、宮尾台、鯉口、

吉田東一丁目、吉田東二丁目（13 番 1～

11号を除く）、吉田東三丁目１・２番、吉

田東三丁目３番25～45号、吉田西一丁目、

吉田西二丁目、吉田西三丁目（２番６・７号、

５番～22 番を除く）

役場別館

１０１
会議室

【
不
在
者
投
票
受
付
期
間
】

●
と　

き　

６
月
23
日
（
木
）
～
７
月

９
日
（
土
）

※
詳
し
く
は
、
病
院
や
施
設
、
水
巻
町

選
挙
管
理
委
員
会
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

水
巻
町
選
挙
管
理
委

員
会
☎
２
０
１
局
４
３
２
１
番

選挙人名簿の縦覧

緑
ケ
丘

農
協
水
巻
支
店

県
道
中
間
・
水
巻
線

県
道
中
間
・
水
巻
線

イオン
水巻店

イ
オ
ン

水
巻
店

吉田
グランド

お
も
い
を
の
せ
て 

届
け
、私
の
声
。

第
24
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

投
票
日
は
７
月
10
日（
日
）で
す
。

参
議
院
議
員
の
任
期
は
６
年
で
、３
年
ご
と
に
半
数
を
改
選
。こ
れ
を
通
常
選
挙
と
い
い
ま
す
。

今
回
の
通
常
選
挙
の
投
票
日
時
は
、
７
月
10
日（
日
）午
前
７
時
～
午
後
８
時
で
す
。

投
票
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地域活動のまとめ役、区長を紹介

地域のぬくもりを作っています

みずほ区さくらまつり

●問い合わせ　役場地域交流係☎ 201-4321

（敬称略）※所属する区が不明な場合は、役場地域交流係まで問い合わせてください。●平成28年度区長名簿
区 名 氏 名 電話番号

伊
左
座
校
区

吉
田
校
区

頃
末
校
区

区 名 氏 名 電話番号

頃
末
校
区

朳
校
区

猪
熊
校
区

　水巻町には現在30の自治会（区）があり、自治会で
は、子ども会や老人会、清掃活動、防犯活動など、さ
まざまな地域活動を行っています。
　自治会（区）の代表者が区長です。区長は地域のリー
ダーとして、自治会と行政のパイプ役を務めるなど、住
みよい町づくりのために活躍しています。
●区長のおもな仕事
▷役場やほかの自治会との連絡調整
▷地域住民への情報の連絡・回覧
▷地域の陳情・要望の取りまとめ

自治会への加入は、いつで

も受け付けています。

一緒に、あったかな地域づ

くりをしませんか。

地域のことは、気 

軽に問い合わせて

ください。

　
災
害
か
ら
命
を
守
る
に
は
、
自
ら
行

動
を
す
る
「
自
助
」
と
、
地
域
の
住
民

同
士
で
助
け
合
う
「
共
助
」
の
そ
れ
ぞ

れ
が
重
要
で
す
。

　
災
害
情
報
の
積
極
的
な
収
集
や
、
備

蓄
食
料
を
準
備
す
る
な
ど
の
取
り
組
み

が
「
自
助
」。
日
頃
か
ら
の
近
所
付
き
合

い
を
行
う
、
自
治
会
や
自
主
防
災
組
織

の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
な
ど
の

取
り
組
み
が
「
共
助
」
に
な
り
ま
す
。

　
災
害
に
備
え
、
普
段
か
ら
テ
レ
ビ
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で

の
、
大
雨
や
台
風
の
情
報
に
注
意
を
払

夏
期
の
大
雨
災
害
に

備
え
ま
し
ょ
う

避難情報に対する行動
避難準備情報

緊急度：★
避難勧告

緊急度：★★
避難指示

緊急度：★★★
災害での人的被害の発
生する可能性が高まった
状態

災害での人的被害の発
生する可能性が明らかに
高まった状態

災害での人的被害の発
生する可能性が非常に
高まった状態

高齢者、子ども、障がい
がある人、妊婦など避
難に時間や支援が必要
な人は、早めに避難行
動を開始してください。

避難所や安全が確保で
きる屋内の２階などへ
避難してください。非常 
用持出袋を持って行き
ましょう。

避難していない人は直ち
に避難してください。外
出が危険なときは、屋
内でより安全な場所に
避難してください。

町
の
出
す
情
報

取
る
べ
き
行
動

命
を
守
る
た
め
に
は

自
助
と
共
助
が
重
要

災
害
情
報
に
注
意
を
払
い

早
め
の
行
動
開
始
を ●

問
い
合
わ
せ
　
役
場
庶
務
係
☎
２
０
１
局
４
３
２
１
番

遠
賀
川
を
は
じ
め
、大
小
の
河
川
に
囲
ま
れ
て
生
活
し
て
い
る
私
た
ち
水
巻
町
民
。

こ
れ
か
ら
梅
雨
や
台
風
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。

万
一
の
災
害
へ
の
心
構
え
や
災
害
時
に
ど
の
よ
う
な
行
動
を
取
っ
た
ら
良
い
の
か

を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

避難情報の伝達方法
▶防災無線スピーカー
▶役場・消防団広報車
▶町ホームページ
▶緊急速報メール
※地方自治体の緊急速報を伝える携帯電話向けサービ

スです。対象機種の携帯電話であれば、事前の登録
は不要で受け取ることができます。

▶防災メール・まもるくん
※県が運用する防災情報を発信する電子メールサービ

スです。事前の申し込みが必要。詳しくはウェブペ
ージを見てください。（http://www.bousai.pref.fukuo
ka.jp/mamorukun/）

▶サイレン（遠賀川決壊時）
※遠賀川決壊時には、60秒間のサイレンを繰り返します。

い
ま
し
ょ
う
。

　
災
害
の
可
能
性
が
高
ま
る
と
、
町
は

下
の
【
避
難
情
報
の
伝
達
方
法
】
で
迅

速
に
情
報
を
伝
え
ま
す
。
避
難
勧
告
な

ど
が
発
令
さ
れ
た
場
合
は
、
落
ち
着
い

て
、
速
や
か
に
避
難
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
避
難
情
報
が
な
く
て
も
危

険
を
感
じ
た
ら
、
自
己
の
判
断
で
自
主

的
に
避
難
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

　
避
難
所
に
行
く
こ
と
だ
け
が
避
難
行

動
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
屋
内
で
安
全

を
確
保
し
た
り
、
町
外
に
住
む
親
族
や

知
人
の
家
に
行
っ
た
り
す
る
こ
と
も
避

難
行
動
の
一
つ
で
す
。
下
の
【
避
難
情

報
に
対
す
る
行
動
】
を
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
災
害
時
に
開
設
し
た
避
難
所

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
案
内
し

ま
す
。

防災無線スピーカーの
放送内容の確認は

☎201-9119
コミュニティ無線確認ダイヤル

火災情報の確認は

☎0180-999-998
●問い合わせ
　遠賀郡消防本部☎293-1231

遠賀郡消防本部テレガイド

個人情報の
ため掲載を
控えています
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事
業
主
の
人
は
、
近
く
の
銀
行
や
郵

便
局
な
ど
の
金
融
機
関
ま
た
は
労
働
基

準
監
督
署
で
、
期
間
内
に
労
働
保
険
料

な
ど
の
申
告
と
納
付
の
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

●
手
続
期
限　

７
月
11
日
（
月
）

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
労
働
局
労
働
保

険
徴
収
課
☎
（
０
９
２
）
４
３
４
局

９
８
３
３
番

　

狩
猟
を
す
る
に
は
、
狩
猟
免
許
を
取

得
し
、
県
に
狩
猟
者
登
録
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

●
と　

き　

７
月
29
日
（
金
）

●
と
こ
ろ　

八
幡
総
合
庁
舎
（
八
幡
西

区
則
松
）

●
申
込
期
限　

６
月
20
日
（
月
）
～
７

月
19
日
（
火
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

八
幡
農

林
事
務
所
☎
６
０
１
局
３
９
６
９
番

●
と　

き　

６
月
20
日（
月
）・21
日（
火
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
と
こ
ろ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
幡
（
八

幡
西
区
黒
崎
・
コ
ム
シ
テ
ィ
６
階
）

●
対　

象　

お
お
む
ね
40
歳
～
64
歳
の

求
職
中
の
人

●
持
っ
て
く
る
も
の　

履
歴
書
・
筆
記

　

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
手
続
き
が

必
要
な
人
に
は
、
６
月
上
旬
に
現
況
届

の
用
紙
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

届
け
出
が
な
い
場
合
は
児
童
手
当
を

受
給
す
る
資
格
が
あ
っ
て
も
、
６
月
分

以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
期
限　

６
月
30
日
（
木
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
子
育
て
支
援
係

【
盆
踊
り
太
鼓
講
習
会
】

　

猪
熊
太
鼓
の
皆
さ
ん
が
、
太
鼓
の
叩

き
方
を
指
導
し
ま
す
。

●
と　

き　

７
月
６
日
（
水
）
午
後
７
時

●
持
っ
て
く
る
も
の　

地
区
の
太
鼓
、

ば
ち

【
盆
踊
り
講
習
会
】

　

盆
踊
り
の
振
り
付
け
を
指
導
し
ま
す
。

道
具

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県

中
高
年
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
（
０

９
２
）
４
３
３
局
７
７
８
０
番

　

読
書
や
さ
ま
ざ
ま
な
遊
び
を
楽
し
み

な
が
ら
、
仲
間
と
の
思
い
出
づ
く
り
、

居
場
所
づ
く
り
を
行
う
子
ど
も
ク
ラ
ブ

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

●
と　

き　

７
月
21
日
（
木
）
～
８
月

26
日
（
金
）
午
前
９
時
～
午
後
３
時

※
土
曜
日
・
日
曜
日
・
月
曜
日
・
出
校

日
は
除
き
ま
す
。

●
と
こ
ろ　

社
会
福
祉
法
人
福
祉
松
快

園
（
吉
田
南
）

●
対　

象　

小
学
１
年
生
～
６
年
生
の

児
童

●
定　

員　

お
お
む
ね
40
人
（
抽
選
）

●
持
っ
て
く
る
も
の　

弁
当
・
お
茶

●
費　

用　

利
用
料
日
額
３
０
０
円
・

保
険
料
８
０
０
円

※
平
成
28
年
度
中
の
春
休
み
子
ど
も
ク

ラ
ブ
に
参
加
し
た
人
は
、
保
険
料
不

要
で
す
。

●
申
込
方
法　

６
月
20
日
（
月
）
～
７

月
１
日
（
金
）
に
電
話
ま
た
は
役
場

学
校
教
育
係
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※
後
日
、
抽
選
結
果
と
必
要
な
手
続
き

の
案
内
書
を
郵
送
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

役
場
学

校
教
育
係

　

町
を
代
表
し
て
、
遠
賀
郡
民
体
育
大

会
に
出
場
し
ま
せ
ん
か
。

【
水
泳
競
技
】

●
と　

き　

７
月
３
日
（
日
）

●
と
こ
ろ　

水
巻
町
総
合
運
動
公
園
プ

ー
ル

●
申
込
期
限　

６
月
16
日
（
木
）

【
陸
上
競
技
】

●
と　

き

▽
長
距
離
競
技・走
幅
跳　
７
月
30
日（
土
）

▽
近
距
離・そ
の
他
競
技　
７
月
31
日（
日
）

●
と
こ
ろ

▽
長
距
離
競
技
・
走
幅
跳　

祇
園
崎
運

動
広
場
（
芦
屋
町
祇
園
町
）

▽
近
距
離
・
そ
の
他
競
技　

水
巻
町
総

合
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

●
申
込
期
限　

６
月
24
日
（
金
）

【
共
通
事
項
】

●
対　

象　

平
成
28
年
５
月
１
日
以
前

か
ら
郡
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
ア
マ

チ
ュ
ア
競
技
者

●
費　

用　

無
料

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

詳
し
く

は
水
巻
町
体
育
協
会
（
総
合
運
動
公

園
管
理
棟
内
）
☎
２
０
１
局
４
０
０

０
番
へ

●
と　

き　

７
月
３
日
（
日
）
午
前
９
時

※
午
前
８
時
30
分
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

●
と
こ
ろ　

町
民
体
育
館

●
対　

象　

町
内
に
住
ん
で
い
る
人
、

●
と　

き　

７
月
13
日
（
水
）
午
後
７
時

●
曲　

目　
「
五
平
太
舟
」「
き
よ
し
の

ド
ド
ン
パ
」「
水
巻
音
頭
」

●
講　

師　

英は
な
ぶ
さ
せ
い
き

聖
旗
さ
ん
（
英
流
聖
旗

の
会
）

【
共
通
事
項
】

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
公
民
館
係
（
中

央
公
民
館
内
）

　

子
ど
も
た
ち
が
学
ん
で
い
る
教
科
書

の
内
容
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
展
示

を
し
ま
す
。

●
と　

き　

６
月
17
日
（
金
）
～
７
月

６
日
（
水
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後

４
時
45
分

※
土
曜
日
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す
。

●
と
こ
ろ　

頃
末
小
学
校

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
学
校
教
育
係

　

水
巻
町
下
水
道
条
例
施
行
規
則
第
15

条
第
１
項
の
規
定
で
、
町
下
水
道
排
水

設
備
指
定
工
事
店
の
指
定
停
止
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

指
定
停
止
と
な
っ
た
工
事
店
は
、
町

内
の
下
水
道
排
水
設
備
工
事
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

●
対　

象　

㈱
松
岡
工
務
店
（
吉
田
東

一
丁
目
10
番
34
号
）

●
指
定
停
止
期
間　

８
月
31
日
（
水
）

ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
上
下
水
道
課

　

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
の
受
講

資
格
を
得
る
た
め
の
試
験
で
す
。
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
と　

き　

10
月
２
日
（
日
）

●
と
こ
ろ　

九
州
国
際
大
学
（
八
幡
東

区
平
野
）

●
申
込
方
法　

福
岡
県
介
護
支
援
専
門

員
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
る
受
験
申
込
要
領
を
見
る
か
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
間　

６
月
13
日
（
月
）
～
７

月
13
日
（
水
）
消
印
有
効

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
介
護
支
援
専

門
員
協
会
☎
（
０
９
２
）
４
３
１
局

４
５
９
０
番

●
と　

き　

６
月
30
日
（
木
）
午
後
２

時
～
４
時

●
と
こ
ろ　

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
（
岡

垣
町
野
間
）

●
内　

容　

警
察
音
楽
隊
演
奏
、
暴
力

団
情
勢
の
講
話
、
暴
力
団
追
放
共
同

宣
言
ほ
か

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
庶
務
係

　

認
知
症
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
な
ど
を
学
べ
る
講
習
会
で
す
。

　

認
知
症
に
対
す
る
地
域
で
の
関
わ
り

方
や
見
守
り
支
え
て
い
く
た
め
に
私
た

ち
が
で
き
る
こ
と
を
一
緒
に
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

●
と　

き　

６
月
18
日
（
土
）
午
前
10

時
～
正
午

●
と
こ
ろ　

い
き
い
き
ほ
ー
る

●
テ
ー
マ　
「
認
知
症
を
包
み
こ
む
ま

ち
づ
く
り
」

●
講　

師　

木
村
薫
さ
ん
（
大
牟
田
市
中

央
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長
）

●
定　

員　

80
人
程
度

●
費　

用　

無
料

●
申
込
期
限　

６
月
16
日
（
木
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

社
会
福

祉
協
議
会
☎
２
０
２
局
３
７
０
０
番

●
と　

き　

10
月
８
日
（
土
）

●
と
こ
ろ　

西
南
学
院
大
学
（
福
岡
市

早
良
区
西
新
）
ま
た
は
福
岡
県
教
育

会
館
（
福
岡
市
東
区
馬
出
）

※
会
場
の
選
択
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
申
込
期
限　

６
月
27
日
（
月
）
消
印

有
効

※
申
込
用
紙
は
宗
像
・
遠
賀
保
健
福
祉

環
境
事
務
所
（
宗
像
市
東
郷
）
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

調
理
技
術
技
能
セ
ン

タ
ー
☎
（
０
３
）
３
６
６
７
局
１
８

１
５
番

夏
の
風
物
詩

盆
踊
り
の
講
習
会
を
行
い
ま
す

小
学
校
・
中
学
校
の

教
科
書
を
展
示
し
ま
す

下
水
道
排
水
設
備

指
定
工
事
店
の
指
定
停
止

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修

受
講
試
験

提
出
を
忘
れ
ず
に

児
童
手
当
現
況
届

遠
賀
郡
民
体
育
大
会

参
加
者
募
集

夏
休
み
子
ど
も
ク
ラ
ブ
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

労
働
保
険
料
の
申
告
・
納
付

を
忘
れ
ず
に

狩
猟
免
許
試
験
が

行
わ
れ
ま
す

40
歳
か
ら
の

２
日
間
就
職
セ
ミ
ナ
ー

町
内
に
勤
務
先
の
あ
る
人
、
水
巻
卓

球
ク
ラ
ブ
所
属
者
、
水
巻
ゆ
う
・
あ

い
倶
楽
部
会
員

※
ラ
ケ
ッ
ト
・
上
履
き
は
各
自
用
意
し

て
く
だ
さ
い
。

●
種　

目

▽
一
般
の
部
と
シ
ニ
ア
の
部　

男
・
女

シ
ン
グ
ル
ス
、
男
・
女
ダ
ブ
ル
ス
、

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス

※
シ
ニ
ア
の
部
は
男
子
60
歳
以
上
、
女

子
55
歳
以
上
で
す
。

▽
中
学
生
の
部　

男
・
女
シ
ン
グ
ル
ス
、

男
・
女
ダ
ブ
ル
ス

▽
小
学
生
の
部　

男
・
女
シ
ン
グ
ル
ス

●
申
込
期
限　

６
月
27
日
（
月
）

※
受
付
時
間
は
午
前
８
時
30
分
～
午
後

９
時
で
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

総
合
運

動
公
園
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　

平
成
28
年
度
自
衛
官
候
補
生
の
３
次

募
集
を
行
い
ま
す
。

●
試
験
日　

８
月
６
日
（
土
）

●
試
験
地　

陸
上
自
衛
隊
小
倉
駐
屯
地

（
小
倉
南
区
北
方
）

●
対　

象　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

※
海
上
自
衛
隊
は
平
成
28
年
９
月
１
日

時
点
、
陸
上
自
衛
隊
は
平
成
28
年
10

月
１
日
時
点
の
年
齢
で
判
断
し
ま
す
。

●
申
込
期
間　

７
月
３
日
（
日
）
～
26

日
（
火
）

●
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
福
岡
地
方
協

力
本
部
芦
屋
地
域
事
務
所
☎
２
２
３

局
０
９
８
１
番

有
料
広
告
欄

地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
講
習
会

暴
力
団
追
放
！
地
域
決
起
会
議

調
理
師
試
験

集
ま
れ
！
卓
球
大
会

参
加
者
募
集

自
衛
官
候
補
生

３
次
募
集
を
行
い
ま
す

広 告 募 集 中
事業所などの有料広告を募集しています。

「広報みずまき」で会社の PR をしてみませんか？

●契約料金　  10,000 円×掲載回数

　１区画（91mm × 55mm）

※１回から契約できます。

詳しい掲載条件などは役場企画広報係まで ☎ 201-4321

水巻町役場

コミュニティ無線
確認ダイヤル

中央公民館

南部公民館

総合運動公園

・スポーツ振興係
・テニスコート 

いきいきほーる

・健康課

子育て
支援センター

児童少年
相談センター

図書館

歴史資料館 

えぶり山荘

障害者
福祉センター

高齢者
福祉センター

【遠賀・中間の休日救急医療】
遠賀中間休日
急病センター ☎ 282-9919

☎ 201-9119

北九州市上下水道局

・お客様センター
・西部工事事務所 

☎ 201-4321
FAX 201-4423

☎ 201-0401
FAX 201-0411

☎ 202-2472
FAX 202-2473

☎ 201-4000
☎ 201-5757

☎ 202-3212
FAX 202-3621

☎ 203-5772
FAX 203-5806

☎ 203-1555
FAX 203-1553

☎ 201-5000
FAX 201-0995

☎ 201-0999

☎ 202-6230

☎ 201-0794

☎ 201-3344

☎ 582-3031
☎ 644-7820

役場の夜間窓口
●と　き　毎週木曜日午後５時15
分～７時
※祝日・休日は除きます。
●開設窓口　住民課、福祉課、税
務課、上下水道課、学校教育課、
子育て支援係、環境係、住宅係
※一部行えない手続きがあります。

〒８０７－００５１遠賀郡水巻町立屋敷１－１４－５０ 
学校法人 福岡保健学院 みずまき助産院ひだまりの家 

TEL : 093-201-7731　FAX : 093-201-7741　E メール : jyosanin@hidamari-ie.jp

妊娠、出産、育児、母乳などに関するお問い合わせ、お気軽にご相談ください。

楽しいイベントご案内

みずまき助産院 ひだまりの家
（ブログ・Facebookもぜひご覧ください）

学校法人 福岡保健学院 http://hidamari-ie.jp

ひだまりの家でのんびり過ごしませんか

☆６月16 日（木）
　午後２時 30 分～
▷安産灸教室
　[ 毎月第３木曜日 ]
・参加費　500 円

☆６月18 日（土）
　午後２時 30 分～
▷白川先生のお話
▷絵本の読み聞かせ
・参加費　100 円

☆６月 23 日・７月７日（木）
　午前 10 時 30 分～
▷白川先生の子育て相談会
▷対象：２歳児未満
・参加費　無料（要予約）
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公
立
小
中
学
校
（
直
方
市
、中
間
市
、

宮
若
市
、
遠
賀
郡
、
鞍
手
郡
）
の
講
師

な
ど
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
対　

象　

希
望
す
る
学
校
種
、
教
科

の
教
育
職
員
免
許
状
所
持
者
（
所
持

見
込
み
の
人
を
含
む
）

※
年
齢
の
条
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
給
与
は
勤
務
形
態（
常
勤
・
非
常
勤
）、

経
験
年
数
な
ど
で
異
な
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

県
教
育

庁
北
九
州
教
育
事
務
所
☎
（
０
９
４

９
）
２
５
局
１
２
０
２
番

●
対　

象　

次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
を

満
た
す
人

①
平
成
28
年
４
月
１
日
時
点
で
、
高
等

学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業

し
て
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
人

②
平
成
29
年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
ま

た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
見
込
み

の
人

③
人
事
院
が
①
と
②
に
準
ず
る
と
認
め

る
人

●
１
次
試
験
日　

９
月
４
日
（
日
）

●
２
次
試
験
日　

10
月
12
日
（
水
）
～

21
日
（
金
）
の
指
定
す
る
日

●
申
込
期
間

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

６
月
20
日（
月
）

～
６
月
29
日
（
水
）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
申
込
専
用
ア
ド

レ
ス
はhttp://w

w
w
.jinji-shiken.

go.jp/juken.htm
l

で
す
。

▽
郵
送
・
持
参　

６
月
20
日
（
月
）
～

22
日
（
水
）

※
希
望
す
る
第
１
次
試
験
地
を
管
轄
す

る
人
事
院
地
方
事
務
局
（
所
）
に
願

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

▽
若
松
税
務
署
☎
７
６
１
局
２
５
３
６
番

▽
福
岡
国
税
局
人
事
第
二
課
☎
（
０
９

２
）
４
１
１
局
０
０
３
１
番

【
住
民
相
談
】

　

高
齢
や
身
体
が
不
自
由
な
ど
の
理
由

で
、
相
談
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
人

は
相
談
員
が
自
宅
を
訪
問
し
ま
す
。

●
と　

き　

毎
週
月
曜
日
・
金
曜
日（
祝

日
は
除
く
）
午
後
１
時
～
４
時

※
受
け
付
け
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
で
す
。

※
相
談
は
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

●
相
談
員　

住
民
相
談
員

【
行
政
相
談
】

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
行
政
に
対

す
る
意
見
や
要
望
、
苦
情
な
ど
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　

行
政
相
談
で
は
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱

を
受
け
た
行
政
相
談
委
員
が
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

●
と　

き　

６
月
20
日
（
月
）
午
後
１

時
～
４
時

※
受
け
付
け
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
で
す
。

●
相
談
員　

行
政
相
談
委
員

【
共
通
事
項
】

●
と
こ
ろ　

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

（
い
き
い
き
ほ
ー
る
２
階
）

社
会
福
祉
協
議
会
の

相
談
事
業

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

強
化
週
間
中
は
受
付
時
間
拡
大

公
立
小
中
学
校
講
師
な
ど
の

登
録
者
募
集

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
２
０
２
局
３
７
０
０
番

　

い
じ
め
や
虐
待
な

ど
子
ど
も
の
悩
み
相

談
を
受
け
付
け
て
い

る
「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」。
強
化
週
間
の
間
は
、
次

の
日
程
で
電
話
相
談
の
受
付
時
間
を
拡

大
し
ま
す
。

●
と　

き

▽
６
月
27
日
（
月
）
～
７
月
１
日
（
金
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

▽
７
月
２
日
（
土
）・
３
日
（
日
）　

午

前
10
時
～
午
後
５
時

※
通
常
は
、
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分
に
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
相
談
電
話
番
号　

☎（
０
１
２
０
）０�

０
７
局
１
１
０
番

※
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
が
つ
な
が
ら
な
い

と
き
は
「
☎
（
０
９
２
）
８
５
２
局

４
５
３
６
番
」へ
か
け
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
法
務
局
北
九
州

支
局
☎
５
６
１
局
３
５
４
２
番

社
会
福
祉
協
議
会

４
月
７
日
～
５
月
９
日
受
付
分

【
香
典
返
し
寄
付
】

吉
田
二�

故
・
城
水　

哲
二
様

�

城
水　

和
代
様

頃
末
南�

故
・
近
藤　
　

勇
様

�

近
藤　

真
理
様

第三者行為の届け出を
忘れずに

国民年金保険料の
一部業務を民間委託

　交通事故にあったり、他人
の飼い犬にかまれたりするな
どの「第三者の行為」で、けが 
や病気をした場合も国民健康 
保険（国保）が使えます。
　ただし、医療費は加害者で
負担するのが原則ですので、国保が医療費を一時的
に立て替え、後で加害者に請求します。
●届け出を忘れずにしましょう。
　国保で医療を受けるときは、必ず事前に役場健
康保険係に連絡し、すみやかに「第三者行為による
傷病届」を提出してください。
●示談は慎重にしましょう。
　「第三者行為による傷病届」の提出前に加害者か
ら治療費を受け取ったり、示談を済ませたりすると、
国保が加害者に請求できなくなる場合があります。
また、医療費を返還しなければならない場合もあ
ります。必ず役場健康保険係に相談してください。
●問い合わせ　役場健康保険係☎ 201-4321

　日本年金機構は、国民年金保険料の
一部業務を民間委託しています。これは

「競争の導入による公共サービスの改革
に関する法律」に基づくもので、民間
事業者を活用することで、低コストでよ
り良いサービスを目指すものです。
　このため、次の委託事業者から、電話や文書、
訪問などで連絡されることがあります。
※日本年金機構から、委託事業者へ情報提供をす

る対象は、国民年金保険料に未納のある人に限
定し、情報漏えい防止のために厳格な安全管理
を行っています。
●委託事業者
　㈱バックスグループ☎ 0120-963-729
●委託内容　未納の国民年金保険料の案内（電話、

文書、訪問）、免除申請の案内など
※委託事業者が、直接現金を徴収することはあり

ません。
●問い合わせ　八幡年金事務所☎ 631-7962

平成28・29年度の保険料率が決まりました

後期高齢者医療制度
　後期高齢者医療制度の保険料率は、実際に必要な医療
費の増減などに合わせて、２年に一度見直されます。
●保険料率

●年間保険料の比較（公的年金収入のみの１人世帯の場合）

年金収入 平成 28・29 年度 平成 26・27 年度 増　減 軽　減

  80 万円 5,600 円 5,650円 50円減 均等割９割軽減

150 万円 8,410 円 8,480円 70円減 均等割8.5割軽減

200 万円 71,110 円 72,220円 1,110円減
均等割２割軽減
所得割５割軽減

250 万円 164,430 円 167,840円 3,410円減 軽減なし

300 万円 220,280 円 225,190円 4,910円減 軽減なし

●問い合わせ　福岡県後期高齢者医療広域連合☎（092）651-3111 または役場健康保険係☎ 201-4321

●保険料の算出方法
　所得割額と均等割額の合算額が、年
間保険料です。所得割額は、総所得金
額等から基礎控除 33 万円を差し引いた
金額に11.17% をかけたものになります。

７月12日（火）に発送予定です

平成28年度
後期高齢者医療保険
納入通知書

平成 28・29 年度 平成 26・27 年度 増　減

均等割 56,085 円 56,584円 499円減

所得割 11.17％ 11.47％ 0.3%減

賦課限度額 57 万円 57万円 なし

●とき・申込期限
▷７月３日（日）午後６時（東京ヴェルディ）・

申込期限６月 30 日（木）
▷７月 16 日（土）午後６時（松本山雅ＦＣ）・

申込期限７月 13 日（水）
▷７月 31日（日）午後６時（ファジアーノ岡山）・

申込期限７月 28 日（木）
●定　員　各 50 人（抽選）
●ところ　本城陸上競技場（八幡西区御開）
●申込方法　町ホームページから申し込むこと

ができます。必要事項を入力してください。
※役場企画広報係☎ 201-4321へ電話でも申

し込むことができます。
※申込人数は各試合で最大５人までです。
●問い合わせ
　㈱ギラヴァンツ北九州☎ 863-6777

ギラヴァンツ北九州の
ホームゲームへ町民を
無料招待

高
校
卒
業
程
度
税
務
職
員

採
用
試
験

有
料
広
告
欄
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■「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」�

が
今
号
の
特
集
で
し
た
が
、
実
は
ほ
と
ん

ど
の
自
治
体
が
同
じ
時
期
に
戦
略
を
立
て

て
い
る
ん
で
す
。
こ
こ
で
い
か
に
人
口
減

少
対
策
へ
の
特
色
を
出
せ
る
か
が
、
今
地

方
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

開
い
て
最
初
の
見
開
き
ペ
ー
ジ
で
「
う

わ
、
読
む
の
大
変
そ
う
」
と
感
じ
た
人
が

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
情
報
を
し
っ
か

り
発
信
し
つ
つ
、
読
み
や
す
い
紙
面
に
な

る
よ
う
に
常
々
心
が
け
て
い
ま
す
が
、
最

初
は
余
白
の
少
な
い
ペ
ー
ジ
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

そ
の
か
わ
り
、難
し
い
グ
ラ
フ
や
言
葉
、

数
値
な
ど
は
使
っ
て
い
な
い
の
で
、
読
め

ば
誰
で
も
町
の
情
勢
が
確
実
に
分
か
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
読
み
飛
ば
し
て
編

集
後
記
に
目
を
通
し
て
い
た
人
も
、
さ
ぁ

ふ
り
だ
し
へ
も
う
一
度
ど
う
ぞ
。�（
小
樋
）

■
５
月
の
間
に
、
け
っ
こ
う
日
焼
け
を
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
自
分
の
黒
っ
ぽ
い
両

腕
に
違
和
感
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
真
夏
の
取
材
で
強
烈
な
日

差
し
を
浴
び
て
も
、
一
時
的
に
赤
く
な
る

く
ら
い
で
済
ん
で
い
た
の
に
。
だ
ん
だ
ん

と
軟
弱
な
体
質
に
な
っ
て
い
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。
日
焼
け
で
、
腕
の
皮
膚
が
ボ
ロ

ボ
ロ
む
け
た
の
な
ん
て
、
い
つ
ぶ
り
で
し

ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
夏
本
番
だ
と
い
う
の

に
、
無
事
で
済
む
の
か
不
安
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
日
に
焼
け
て
赤
く
な
っ
た

顔
は
、
酒
を
飲
ん
だ
後
の
よ
う
に
見
え
る

よ
う
で
す
。
取
材
後
に
食
事
に
行
っ
た
お

店
で
「
ベ
ロ
ベ
ロ
に
な
っ
て
、
ど
う
し
た

の
」
と
、
倒
れ
に
く
い
テ
ー
ブ
ル
を
案
内

さ
れ
た
こ
と
に
、
ち
ょ
っ
と
シ
ョ
ッ
ク
を

受
け
ま
し
た
。�

（
村
岡
）

町ホームページでも見られる「広報みずまき」。バックナンバーも楽しめます。 https://www.town.mizumaki.lg.jp/ＷＥＢ広報みずまき

●問い合わせ　役場住民係☎ 201-4321

閲覧日 閲覧申請者 左の者への委託者
閲覧した住民の

範囲・人数
閲覧事項の利用目的

平成27年4月28日
株式会社日本リサーチセ
ンター

金融広報中央委員会
中央、高尾の20歳以上の人・
16人

家計の金融行動に関する
世論調査

平成27年5月29日 一般社団法人中央調査社 株式会社野村総合研究所
猪熊七丁目の16歳以上の
人・14人

日本放送協会（ＮＨＫ）の
テレビ視聴に関する調査

平成27年6月4日
一般社団法人新情報セン
ター

内閣府
大臣官房政府広報室

猪熊七丁目の20歳以上の
日本人・26人

国民生活に関する世論調査

平成27年6月30日 一般社団法人中央調査社 朝日新聞社
高尾の満15歳以上の日本
人・24人

新聞やその他メディアに対
する意識調査

平成27年7月24日 株式会社日水コン
国土交通省
遠賀川河川事務所

町内の20歳～79歳の日本人・
66人

「遠賀川総合水系環境整
備事業に関するアンケート
調査」のため

平成27年10月15日
株式会社日本リサーチセ
ンター

内閣府
政策統括官付青少年環境
整備担当

梅ノ木団地、猪熊1～4丁
目の10歳以上17歳未満
の人・20人

「青少年のインターネット利
用環境実態調査」のため

平成27年11月26日 一般社団法人中央調査社
内閣府
大臣官房政府広報室

梅ノ木団地50番～60番
の満20歳以上の日本人・
12人

「教育・生涯学習に関する
世論調査」のため

平成27年11月26日 一般社団法人中央調査社 株式会社野村総合研究所
古賀一丁目～三丁目の16

歳以上の日本人・14人

「テレビ視聴に関する調

査」のため

平成28年2月17日 一般社団法人中央調査社 一般財団法人日本宝くじ協会
二西二丁目、二西三丁目の満

18歳以上の日本人・20人

「宝くじに関する世論調査」

のため

　市区町村長は、毎年少なくとも１回、「住民基本台帳の一部の写しの閲
覧状況」を公表することになっています。今回は、平成27 年４月１日か
ら平成28年３月31日までの期間に、住民基本台帳の一部の写しを閲覧し
た人を住民基本台帳法第 11 条第３項と第 11 条の２第 12 項の規定に基づ
き、下記のとおり公表します。

住民基本台帳の閲覧者を公表します

　町ホームページでは、大雨など
の災害が発生したときに情報を
配信する緊急情報のテスト表示
をしています。
　いざというときのために、緊
急情報がどのように表示されるのか確認しておきま
しょう。
●と　き　６月19 日（日）午後11時まで
●問い合わせ　役場情報政策係☎ 201-4321

●緊急情報のテスト表示は、町ホームページのトップペー
ジに掲載しています。

▷https://www.town.mizumaki.lg.jp/

町ホームページで
緊急情報の
テスト表示中です

　ギラヴァンツ北九州は、子どもの発育発達に応じ
たプログラムで、ジュニアサッカースクールを行ってい
ます。一緒にサッカーを学んでみませんか。
　体を動かすことの楽しさ、人と関わることの楽しさ
を感じながら、サッカーに必要な基本技術や判断を
伴った技術を習得することができます。また、無料体
験を随時実施中です。詳しくは問い合わせてください。
【一般クラス】
●と　き　毎週月曜日
※学年などで活動時間が異なります。
●ところ　総合運動公園グラウンド
●対　象　おおむね５歳～小学６年生
●内　容　未経験者、初心者向けに基本技術の習得、

向上を目指します。
●定　員　各クラス 25人
※学年などで４クラスに分かれます。
●費　用　月 4,500 円
※別途、年会費5,000円とユニフォーム代が必要です。
（年会費は２年目から 3,000 円となります）

【スキルアップクラス】
●と　き　毎週木曜日
※学年などで活動時間が異

なります。
●ところ　総合運動公園グ

ラウンド
●対　象　小学１年生～６

年生
●内　容　基本技術を踏ま

えたうえで戦術などの理
解を目指します。
●定　員　各クラス 25人
※学年などで３クラスに分かれます。
●費　用　月 5,500 円
※別途、年会費5,000円とユニフォーム代が必要です。
（年会費は２年目から 3,000 円となります）
【共通事項】
●申し込み・問い合わせ
　㈱ギラヴァンツ北九州☎ 863-6555 　水巻町コスモスのまちづくり推進協議会は、遠賀

川河川敷のコスモス栽培に参加するボランティア団体
を募集しています。
　一緒に町の花であるコスモスを秋の河川敷に満開
に咲かせませんか。詳しくは問い合わせてください。
●対　象　遠賀川河川敷のコスモス栽培に参加でき

るボランティア団体
●内　容　毎年７月下旬～11月上旬に遠賀川河川敷

コスモス園の一部区画で種まき、水やり、除草な
どを行います。

※区画面積は約 60㎡です。
●定　員　３団体（抽選）

●申込方法　７月８日（金）までに役場環境係窓口で
申し込んでください。
●問い合わせ　役場環境係☎ 201-4321

町の花、コスモスで遠賀川河川敷を満開にしよう

ギラヴァンツ北九州ジュニアサッカースクール

コスモス栽培参加団体募集

幼児から小学生までの参加者募集
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植
う え だ

田　唯
ゆ い と

仁ちゃん

27年６月25日生まれ

誕
生
日
お
め
で
と
う
！
笑
顔
の
素

敵
な
唯
仁
く
ん
元
気
に
育
っ
て
ね

頃末南

平
ひらやす

安 紅
く れ あ

麗愛ちゃん

27年６月25日生まれ

笑
顔
が
か
わ
い
い
く
れ
あ
ち
ゃ
ん

♥
元
気
に
す
く
す
く
育
っ
て
ね
♪

猪熊

岩
いわかわ

川　葵
あおい

ちゃん

27年６月17日生まれ

誕
生
日
お
め
で
と
う
♪

元
気
に
育
っ
て
ね
♥

高松

小
お が わ

河 あいりちゃん

27年６月18日生まれ

伊左座

松
まつもと

元　龍
りゅうき

樹ちゃん

27年６月５日生まれ

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
♥

た
く
ま
し
く
育
っ
て
ね
♥

１
歳
お
め
で
と
う
♥

た
く
さ
ん
の
笑
顔
を
み
せ
て
ね
♪

伊左座

中
なかむら

村　梨
り こ

瑚ちゃん

27年６月11日生まれ

笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
元
気
な
り
こ
ち

ゃ
ん
♥
幸
せ
を
あ
り
が
と
う
♥

宮尾台

お誕

生
日

町内の元気いっぱいな１歳の赤ちゃんを掲載しています。

誕生月の前月15日までに赤ちゃんの写真を持って申し込んでください。（定員12人・先着順）

８月生まれの赤ちゃんは、７月15日（金）までに役場企画広報係へ申し込んでください。

●問い合わせ　役場企画広報係☎201-4321

編
集
・
発
行
／
水
巻
町
役
場
企
画
財
政
課
企
画
広
報
係
　
〒

807-8501　
福
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遠
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水
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末
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一
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１
号
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印
刷
／
社
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人
　
福
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コ
ロ
ニ
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頑張ってま
す! 今月は、４月から町職員になった２人の新人職員を紹介します。

皆さんよろしくお願いします。

●所　属
　税務課 固定資産税係
●生年月日
　平成元年５月 21日
●好きな物　鶏肉料理
●趣　味　読書

●所　属
　福祉課 高齢者支援係
●生年月日
　平成９年12 月 23 日
●好きな物　イチゴ
●趣　味　バレーボール

久
く ぼ

保　美
み さ き

咲

●町職員を目指した理由
　地域に密着した仕事ができることに魅力を感じ
ました。子どもも高齢者も住みやすく、 活気のあ
るまちづくりに、貢献したいと思っています。
●役場で働いてみて
　専門的な知識を求められる仕事が多いと思いま
した。今は猛勉強中です。一つひとつの仕事に確
認作業が必要で、責任の重さを感じています。

誰からも頼られる職員を目指します 職場の経験は、全てが勉強になります
●町職員を目指した理由
　多くの人の役に立てるやりがいのある職場だと
思いました。
●役場で働いてみて
　来客や問い合わせが多くて驚きました。でも、
手続きを終えた人から、笑顔でお礼を伝えられる
と、感激します。今、心がけているのは、住民の
皆さんに笑顔で丁寧に接していくことです。

龍
りゅうとう

頭　健
け ん た ろ う

太郎
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